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研究成果の概要（和文）：　同じ時代の蘇州と京都を中心に、日本関西地方や中国江南地方で遺構及び文献調査
を行い、伝統的な山水画と庭園の実例の物理的構成と相関関係を統計的手法で分析した。伝統的な山水画と庭園
の実例の空間構成要素を得て、空間の修辞技法の基本単位として、空間構成要素の解析に基づき、伝統的な山水
画と庭園の空間構造を定量的に計算・解析し、その空間構造特性を要約した。
　空間的な修辞手法と空間概念の比較分析を通じて、異なるレベルの伝統的な山水画と庭園の間で空間的な修辞
タイプの可能な違いを体系的に解明した。日本と中国庭園の違いや相関関係をまとめ、歴史的資料に照らし合わ
せて両者の間に存在しうるその脈流を解釈した。

研究成果の概要（英文）：The study analyzed the physical structures and correlations of traditional 
landscape paintings and gardens in Suzhou and Kyoto from the same era using statistical methods. It 
quantitatively calculated and analyzed the spatial structures of traditional landscape paintings and
 gardens based on the analysis of spatial construction elements, summarizing their spatial 
structural characteristics.
Through comparative analysis of spatial rhetorical techniques and concepts, it systematically 
elucidated possible differences in spatial rhetorical types at different levels. It summarized the 
differences and correlations between Japanese and Chinese gardens, interpreting the historical 
context to understand the potential flows between the two.

研究分野：建築計画および都市計画関連
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　1930年代以降、東洋園芸に関する現代の学術的な議論は、ほぼ1世紀に渡って続いている。本研究では、先行
研究と現状の研究状況を踏まえ、日本と中国の造園を全体として捉え、庭園の概念と伝統的な山水画の空間表現
に焦点を当てている。
　その意義は以下の三点に大別される：A.地理的観点を打ち破り、東洋造園を継続的な進化をする研究対象とし
て扱い、分析及び解釈を進める。B. 言語学的な「修辞」という概念の導入により、伝統的な風景画や庭園の空
間分析をより深い構造レベルで統合する。C.今回の研究で収集した資料と日中庭園の調査結果については、今後
の研究に資するためにデータベース化し保存している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
日本及び中国における庭園の空間設計は同じ文脈の中に属しており、それらは山水画の影響
を強く受けたものである。自然の観念や空間を表現するという意味においては、伝統的な山水画
と庭園は一定の共通性を持つと言える。 
しかし、伝統的な山水画や園芸活動に関する現在の研究は、物質的な形態の類似性や象徴的な
意味に焦点を当てた様式論の議論がほとんどである。空間構造の創造と表現は伝統的な山水画
と造園の核心・キーワードであるが、この視点を交えた議論は極めて少ない。 
 
２．研究の目的 
本研究は日中における庭園と山水画を研究対象とし、伝統的な山水画と庭園の空間分析を修
辞という概念を用いて行うものである。日中における庭園と伝統的な山水画の構成における思
考と意匠を分析・解釈することで、伝統的な空間設計の研究手法を拡大発展させることを目的と
する。 
 
３．研究の方法 
（１）基本データの収集 
同じ時代の蘇州と京都の庭園を対象とし、研究対象に対して調査と資料整理を行う。時間に限
りがあり、本研究の範囲を造園史全体に適用することはできないため、特定の時代の代表的な事
例（中国蘇州 20例、日本京都 30例）を本研究の研究対象とする。 室町時代から江戸時代には、
中国と日本の庭園はどちらも成熟期にあり、他の時代と比較しても、この時期の山水画と庭園の
関係はより深くて典型的であった。 さらに、歴史資料と庭園の本体は比較的に保たれているた
め、後世においても分析しやすい。 基本データの収集は 2 つの部分に分かれている。1つ目は
現場で庭園の実測調査を行い空間データを取得する。2つ目は関連する歴史資料、文学的な説明、
山水画などのデータを整理する。調査と収集に基づいて、時間軸に沿って分類し、次の段階の調
査の基本データベースとして使用する。 
（２）空間要素と空間構造の分析 
データ照合に基づいて、伝統的な山水画と庭園の実例の物理的構成と相関関係を統計的手法
で分析する。結果の分析、歴史的資料と文学的記述の解釈を通じて、伝統的な山水画と庭園の実
例の空間構成要素を得て、空間の修辞技法の基本単位とする。 
次に、空間構成要素の解析に基づき、伝統的な山水画と庭園の空間構造を定量的に計算・解析
し、その空間構造特性を要約する。申請者が博士論文において開発したスペースシンタックス理
論に基づく新たな「要素空間法」などの構造主義空間定量的研究法を使用して、庭園の空間構造
を計算および分析する。分析結果に従って、分析対象の空間構造特性を要約する。 次に、空間
が特定の歴史的次元に埋め込み、類型学的手法と組み合わせて分析を要約し、歴史上における東
洋庭園の空間構造の全体像と系図を総括的に説明する。 
（３）語義的連想の分析 
類型化の要素形態、要素の組み合わせと空間構造を修辞手法とみなす。これに基づいて、歴史
的研究方法を通じて、歴史的資料と文学の記述を解釈し、伝統的な山水画と庭園における異なる
修辞手法によって空間概念の表現を分析する。つまり、空間的な修辞手法と空間概念の比較分析
を通じて、この論文は、異なるレベルの伝統的な山水画と庭園の間で空間的な修辞タイプの可能
な違いを体系的に解釈する。 
（４）日中伝統的な山水画と庭園空間修辞の比較 
実例の空間的な修辞技法や修辞表現を含む日本と中国の庭園のケース分析の結果を比較する。
両者の違いや相関関係をまとめ、歴史的資料に照らし合わせて両者の間に存在しうるその脈流
を解釈する。 

 
４．研究成果 
（１）日本と中国の庭園の構造の特徴を全体的に把握するために、両国の庭園に対して広く全
般的な調査を行なった。京都を含めて畿内の約４０箇所の庭園を研究対象として、現場で写真、
実測図及び周辺地域の自然環境など情報を含めるデータを収集した上で、基本的なデータの整
理と製表をした。中国では、4週間をかけて蘇州の庭園について適度に拡大調査を行い、庭園都
市の調査範囲を杭州、湖州などの江南地域、つまり重要な庭園が繁栄していた地域にまで拡大し
た。 
（２）文献中の造園法と実際の造園現場を充分に比較し、重要な分析と結論を得た。また、日
中の伝統的な山水画における空間の観点からの論述も予想通りの進展と成果を達成した。古代
の造園に関する文献及び資料の整理、古代の庭園に関する図絵、作家系別の作品という 3 つの
部分に分けて関連する資料の収集、整理及び製表をした。 
（３）分析結論： 
１）庭園図集中の庭景の形式と接続の構造的分析を通じて、物語性の構造の意味で異なる歴史



時期の「庭景」の分類をまとめることを目指している。そして、借景、対景などの組景手法を整
理し、景物の要素構成や構造特徴を探求した。さらに、類型学的な手法を組み合わせて、庭園と
伝統的な山水画の空間構造を比較し、類型化、系統化の比較と総括を行った。"単景"（単一の景
観）を単位として庭園と伝統的な山水画を類型化し、系譜化された比較と要約を行なった；論文
が要約した単景の類型：峡谷 滝 洞窟 台地 懸崖 避雨。 
２）三遠理論を手がかりにして、京都の庭園における空間要素の組み合わせ関係を整理した。
三遠は庭園と絵画の最も基本的な要素空間関係の組み合わせの方法で、空間構成において鍵と
なる役割を果たする。これにより、三遠理論を用いて異なる歴史期における京都庭園の空間構造
特徴を分析する段階的な結論が形成された。"三遠"を空間構造の接続の基本的な方法として、"
三遠理論"の基本的な定義と"三遠理論"に由来する空間構造のタイプに重点を置いた。論文が要
約した三遠の空間構成：連なる山 （々平遠）、群峰が立ち並び（高遠）、山を囲み水を抱く（深遠）。 
３）類型化された、系譜化された庭園要素の形態、組み合わせ方法、および構造の接続を修辞
手法と見なし、空間修辞は空間を詩的な構造の接続表現にするものであり、空間修辞の方法に重
点を置いて探求した。論文が要約した空間修辞：段階的に進む、下敷き、比喩、余白、相互説明
など。 
事例の空間修辞手法と空間修辞表現を含んで、日中庭園の違いと関連をまとめ、史料を組み合
わせて、両者の存続と変遷の可能性を解釈した。 
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